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生協学生委員会が、
組合員のために動
く意識が高まりま
した！

(同志社・2年)

02 みんなは、どう答える？
「一言カード」を用いたアイスブレイク

参加者の交流を促進するアイスブレイク

アイスブレイクでは、組合員から寄せられた一言カードに
『生協職員になりきって』どう応えるかを班で考えました。
実際の返答や、他の班が考えた返答案を聞く中で、「そんな
返し方もあるんだ！」という発見も。
すべての声に応えることはできないとしても、真摯に組合員
と向き合う姿勢が大切であること、それは生協学生委員会の
活動にも通ずることを感じました。

03
企画①
「大学生協らしさ」を考える時間

わたしたちの、活動先には組合員！

企画1では、「大学生協らしさ」とは何かを考えました。
学生委員会は、自分たちが楽しむだけのサークルではなく、
全組合員のよりよい大学生活を目指して活動する存在です。
参加者同士で自大学の取り組みを共有する中で、「これっ
て生協らしい活動かも」と気づく場面もありました。活動
を考えるときには、常にその先に組合員がいることを改め
て確認できました。

参加者

立命館(16)、龍谷大(27)、京教大（7）、同志社(4)、奈良女(6)、
奈良教(5)、奈県大(5)、奈良高専（4）、滋県大(8)

計9会員82名(参加者66名、GL16名)

今日はみんなで
たくさん話して,
たくさん考えて,
たくさんの仲間と

都奈賀りましょう！！

01 開会式
企画局長挨拶

都奈賀るステップラボへようこそ！

「都奈賀るステップラボ」が開会しました！
開会式として企画局長挨拶と事務諸注意を行いました。
企画局長挨拶では、自大学の現状を把握し、エリア内で
交流したうえでよりよい活動のためにビジョンをもって
「都奈賀る」という獲得目標を確認しました。これから
始まる学びの時間に向けて、期待が高まりました。

京滋・奈良エリア

都奈賀るステップラボ
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職員さんの立場で
考えると、伝え方
が難しいけど楽し
かった！

（滋県大・2年）



私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

今まで気づかな
かった自大学の
強みを見直す
きっかけになり
ました。

(奈県大・２年)

学びや都奈賀り
は自大学へと持
ち帰り、広げて
いきましょう！

16名のGLのみ
なさん！ご協力
ありがとうござ
いました！

04
企画②
他大学生協の活動を知り、交流
する時間

たくさん話し、たくさん考える時間

05 企画③
今後のビジョンを持つ時間

つながると見えてくる、他大学コラボ企画！

企画3では、ここまでの学びを振り返りながら、今後の
自大学での活動について考えました。自大学の強みや課題
を共有し、他大学とコラボするならどんな企画ができるか
を話し合いました。「同じような悩みを持つ大学があるん
だ」と安心する声や、「これなら自大学でもできそう」と
いう前向きな反応もありました。他大学とつながることで、
活動のヒントや可能性が広がる時間になりました。

06 閉会式
これまでの振り返り

学び・都奈賀りを今後へ活かそう！

「都奈賀るステップラボ」が閉会しました！閉会式では、
企画①～企画③の時間でどんなことを学んだのか振り返り
を行いました。「都奈賀る」で得た学びや都奈賀るヒント
を自大学の仲間へと持ち帰り、これからの活動の糧にして
いきましょう！

+α都奈賀るステップラボ
GLのみなさんへ！

16名のグループリーダーのみなさん

今回、GLを担当してくださったみなさん、本当にありがとう
ございました。
当日は、参加者が安心して話せる空気づくりや、グループの
進行など、見えない部分でも多く支えていただきました。
「自由に話せてよかった」「他大学と交流できた」という
声が多く見られたのも、GLのみなさんが一人ひとりに
声をかけ、話しやすい雰囲気をつくってくださったからです。
みなさんのおかげで、都奈賀るらしい温かい交流の場に
なりました。本当にありがとうございました！
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 石崎 ゆうか ] 
Ishizaki.Yuka@univ.coop

企画2では、大学・学年の垣根をこえて、さまざまな想いや
悩みを伝えあう時間でした。これまで執行代を担ってきた代と、
これから執行代を担う代で、日々の悩みや後輩への想いを共有
することができていました！
事前アンケートによって集められた想いをまとめた「みんな

の声シート」を使い、たくさん共感しながら交流しました。

jiu

自身の大学生協
の悩みは他の大
学生協でも通ず
るところがある
んだと共感でき
た。
（立命館・3年）
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